
 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

現在
げんざい

開催中
かいさいちゅう

の企画展では、見つかった本物の土器に触
ふ

れること

ができるコーナーを設
もう

けています。土器は大きく２種類
しゅるい

、

「土師器
は じ き

」と「須恵器
す え き

」です。今回はこの２つの土器について解説
かいせつ

します。 

 

 

古墳
こ ふ ん

時代
じ だ い

から平安時代にかけての土器です。縄文時代から続く

技術
ぎじゅつ

でつくられたもので、地面
じ め ん

にほった浅い穴
あな

などを使って 700℃

から 800℃程
てい

度
ど

の温度
お ん ど

で焼いた土器です。低温
ていおん

で焼かれるため、赤
あか

茶色
ちゃいろ

になります。比較的
ひかくてき

壊
こわ

れやすく保
ほ

水力
すいりょく

もそれほどありません。 

東北地方の土師器の中には、内側
うちがわ

が黒
くろ

いものがあります。こ

れは「黒色
こくしょく

土器
ど き

」と言い、内側
うちがわ

を黒漆
くろうるし

や墨
すみ

などでコーティン

グし、水分が染
し

み込
こ

まないよう工夫
く ふ う

されたものもあります。 

※水に強くはないが、火にかけることができる。 

 

 

 

土師器と同じく、古墳時代から平安時代にかけての土器です。

斜面
しゃめん

にほったトンネル状
じょう

の窯
かま

の中で焼かれます。窯のつくり方が

土師器と違うため、温度が 1200℃から 1300℃と高温
こうおん

で焼き上げら

れ、硬
かた

くて丈夫
じょうぶ

です。この特殊
とくしゅ

な窯のつくり方は朝鮮
ちょうせん

半島
はんとう

から伝 

わった当時
と う じ

最先端
さいせんたん

の技術
ぎじゅつ

でした。高温
こうおん

で焼かれるため、色は灰色
はいいろ

 

になります。 

※完成品
かんせいひん

は水に強いですが、火にかけると破裂
は れ つ

してしまいます。 

※窯を造
つく

る高度
こ う ど

な技術
ぎじゅつ

が必要
ひつよう

。 
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43回
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文化
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財
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企画展
きか く て ん

②～ 

原遺跡第７・８次調査の速報展
そくほうてん

！開催中
かいさいちゅう

！ 

阿武クマさん 

土師器 

須恵器 

土器にさわってみようコーナー 

１次調査で発掘した土師器 

８次調査で発掘した須恵器 

地面をほり、土器を焼く 

熱が上にのぼり温度

が上昇する。 

貯蔵
ちょぞう

・保存むき 

煮炊
に た

き（料理
りょうり

）むき 

それぞれの特徴に合わせて使

い分けて使用していました。 


